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市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

水
俣
市
議
会
で
は
、
令
和
５
年
４
月
に
行
わ
れ
ま
し

た
水
俣
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら
２
年
が
経
過
、
各
常
任

委
員
会
委
員
の
交
代
、
申
合
せ
に
よ
る
正
副
議
長
の
選

挙
が
行
わ
れ
、
こ
の
度
、
第
34
代
議
長
の
職
に
御
推
挙

い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

現
在
、
市
議
会
で
は
令
和
６
年
３
月
に
設
置
し
た
議

会
改
革
特
別
委
員
会
に
よ
り
議
員
定
数
・
政
治
倫
理
条

例
の
見
直
し
、
議
員
の
資
質
向
上
、
一
般
質
問
の
在
り

方
な
ど
協
議
を
本
格
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
で
は
年
間
を
通
じ
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
議
員
16

人
も
積
極
的
に
参
加
し
、
賑
わ
い
と
交
流
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
山
積
す
る
数
々
の
課
題
に
執
行
部
、
議

会
が
車
の
両
輪
と
な
り
、
し
っ
か
り
と
市
政
の
前
進
に

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

こ
の
度
、
水
俣
市
議
会
副
議
長
の
重
責
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。 

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
域
経
済
の
回
復

や
人
口
減
少
対
策
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

育
成
支
援
、
さ
ら
に
は
防
災
・
減
災
対
策
や
医

療
・
福
祉
の
充
実
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
重
要

課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。 

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
、
何
よ
り
も
ま

ず
市
民
の
皆
様
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
そ

の
想
い
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
、
私
た
ち

議
会
の
使
命
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
水
俣
市
の
さ
ら
な
る
発
展
と
市
民

福
祉
の
向
上
の
た
め
、
全
身
全
霊
で
職
務
に
邁
進

す
る
こ
と
を
お
誓
い
し
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
さ

ら
な
る
議
会
への
力
強
い
御
支
援
と
御
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

常任委員会� （令和７年６月５日選任）
委員会名 正副委員長 委　員

総務産業
定数８人

正真野　頼隆 平岡　朱　 肥山　美緒 藤本　寿子
副松本　和幸 小路　貴紀 牧下　恭之 田口　憲雄

厚生文教
定数８人

正木戸　理江 杉迫　一樹 吉野　誠　 杉本　康宏
副高岡　朱美 森川　武治 岩村　龍男 桑原　一知

議会運営委員会（定数８人以内）（令和７年６月５日選任）
正副委員長 委　員
正小路　貴紀 森川　武治 高岡　朱美
副松本　和幸 真野　頼隆 藤本　寿子

特別委員会
委員会名 正副委員長 委　員
環境対策
定数８人

正松本　和幸 肥山　美緒 森川　武治 平岡　朱　
副木戸　理江 藤本　寿子 小路　貴紀 桑原　一知

高速交通対策
定数７人

正真野　頼隆 杉迫　一樹 吉野　誠　 杉本　康宏
副牧下　恭之 高岡　朱美 田口　憲雄 ―

議会改革
定数８人

正小路　貴紀 肥山　美緒 杉本　康宏 森川　武治
副松本　和幸 高岡　朱美 藤本　寿子 桑原　一知

水俣市議会会派別構成� （令和７年７月16日現在）

会　派　名 会　　派
代表者名 所　属　議　員 議員数

真　志　会 小路　貴紀
真野　頼隆 桑原　一知

５人
木戸　理江 杉本　康宏

自民新未来 田口　憲雄 森川　武治 ２人
Ｉ ’ ｓ水俣 藤本　寿子 杉迫　一樹 ２人
日本共産党 高岡　朱美 平岡　朱　 ２人
光　政　会 松本　和幸 １人
公   明   党 牧下　恭之 １人
こども未来会 吉野　誠　 １人
参　政　会 肥山　美緒 １人
ネクストすまいる 岩村　龍男 １人

計 16人

議長　岩村　龍男　副議長　田口　憲雄

正副議長は選挙にて決定し、また、議会の構成が
決まりました　会派別構成も変わりました

議会の構成が変わりました

岩村　龍男
議長

田口　憲雄
副議長
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トピックス
高速交通対策特別委員会
袋インター関連道路改良事業現地視察
（５月15日、南九州西回り自動車道袋インターチェンジ（仮

称）周辺）
　袋インター関連道路改良事業の進捗状況を確認するため、
高速交通対策特別委員会で現地視察を行いました。

第70回恋龍祭市民総おどりに参加しました
　５月31日（土）にエコパークで開催された第70回恋龍祭
市民総おどりに参加しました。 
　当日は花火大会も実施され、会場は大きな熱気に包まれま
した。多くの市民の皆さんとともに踊り、祭りの活気と一体
感を共有できたことは大変喜ばしい経験です。 
　夜空を彩る花火の下、水俣が一つになり盛り上がった素晴
らしい一日となりました。

第50回記念みなまた競り舟大会に向けた市議会チーム練習を行いました 
　第50回記念みなまた競り舟大会に向けて、７月14・16日
に市議会チームで練習を行いました。
　本番さながらの熱気で練習に励みました。普段の議場とは
異なる和やかな雰囲気の中、息を合わせて櫂

かい

を漕
こ

ぐことで、
チームワークの重要性を改めて感じました。

４名の議員が議員永年勤続表彰を受けました（令和７年６月５日）
　令和７年５月20日に東京都で開催された第101回全国市議会議長会定期総会において、議員永年勤続
表彰が行われ、岩村龍男議長から、15年勤続の藤本寿子議員へ、10年勤続の高岡朱美議員、小路貴紀
議員、桑原一知議員へ全国市議会議長会会長からの表彰状の伝達式を行いました。

他市町村からの視察
７月30日　福岡県八女市議会視察
	 議会だよりについて・Youtubeによる

議会中継の配信について
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議会改革特別委員会からのお知らせ
　現在、議会改革の検討を進めており、今回、主に議員定数・議員報酬について、各会派の意見を聴取しま
した。また次ページには、議員定数・議員報酬の変遷や県内各市の状況等をお知らせしています。
　今後、市民の皆様の意識把握に努められるよう、活用していきたいと考えます。（会派名は６月末現在）

会派名・議員 議員定数 議員報酬月額 左記の理由等（○定定数・○報 報酬・○他 その他）
真志会
　小路貴紀
　真野頼隆
　桑原一知
　木戸理江
　杉本康宏

削減
（△２）

増額
（30,000）

○定 前回の見直しから約14年が経過、今後人口２万人を割ることが予想される
中、議会自らが改革する姿勢を市民に理解いただくためにも定数削減は必
要と考える。

○報 議員報酬は、現在、熊本県14市の中で最下位、次世代の議員の成り手を考
える上で、平均程度は確保すべき。定数２名削減できれば、１名分は全額
削減、もう１名分を按分すれば、議員１人当たり月３万円程度増額できる
ため、定数削減とセットで論ずるのが望ましいと考える。

公明党
　牧下恭之 削減

（△２）
増額

（38,000）

○報 議員志望者が減少していけば、今後の正常な議会運営ができなくなる。市
民の安心安全と市勢発展に向け、議員が頑張れる環境整備も大事。物価高
に対応できていない現状の打開には議員報酬は県内平均の344,900円とする
ことが望ましい。

光政会
　松本和幸
　岩村龍男

削減
（△２） 現状維持

○定 平成31年改選時の人口、議員定数の比率から、1,500人に１人を目安とすべき。
前回見直しの平成23年から相当年経過し、今回、人口・財政状況等を鑑み
２名減の定数14名がよいと思われる。

参政会
　肥山美緒

削減
（△２） 現状維持

○定 人口減少に伴い議員定数は削減の方向でよい。留意点は多様化する地域の
問題への対応力低下、若い世代の参入のしがたさ。

○報 議員報酬は、活動費として現状の額は最低限必要。なお、定数削減分の増
額も視野に入れ論じていきたい。

○他議員の担い手不足や投票率低下等が課題であり、市議会もSNSでの情報発
信を検討すべき。

○他主権者教育としてのみなまた未来ラボとの連携・協力も検討すべき。

Iʼs水俣
　藤本寿子
　杉迫一樹

現状維持 現状維持

○定 人口減少が原因での議員定数の増減なら現状維持がよい。定数削減の場合
の課題や住民の意向・ニーズ等の諸問題に対応できるのか見極めるべき。
市民アンケート等も必要。

○定 現時点では議論が深まっておらず、定数増減の判断はできかねるため現状
維持としたい。人口の問題、なり手不足であるのかは、無投票になった等
の事実に参照し議論してもよいと思う。

○他常任委員会のライブ配信、議場モニターでのリアルタイム文字起こし等も
議論に追加してほしい。

日本共産党
　高岡朱美
　平岡　朱

現状維持 現状維持

　議会には、①行政のチェック役、②住民意思の調達、③議論による政策の磨
き上げ、の３つの機能がある。議会改革は、この３つの役割を果たすことを目
的に行わなければならない。
○定 議員定数は、②との関りが大きく、単に人口規模だけでなく、地理的、社
会的条件も考慮に入れて論じる必要がある。まずは住民の不満の中身をよ
く調査した上で、その不満の解消につながる方向で議会改革をすべき。

○他①③については、議員の意識のあり方が大きく影響する。議員研修を増や
したり、市内諸団体と定期的に懇談するなどの議会運営改革を行い、住民
の期待に応えられる議会を目指すべき。

自民新未来
　田口憲雄
　森川武治 現状維持 現状維持

○定 人口が減少していることから、議員定数を削減すべきという御意見がある
ことは承知している。しかし、多様化・複雑化する現代社会においては、
様々な地域や世代、異なる立場の方々の声を議会に届けることが、これま
で以上に重要になっていると考える。

○他政治倫理条例第５条の見直し（公共工事、市発注業務の請負辞退等に関す
る規定）

こども未来会
　吉野　誠

現状維持 現状維持

○定 現状の議会予算規模の維持でよい。人口は減少しても地域の数は変わらず、
個別化が進む現代において多様な意見の反映のため幅広い構成が必要と考
える。

○定 議員定数削減の場合、地域や各分野からの意見収集、課題把握を補完する
何かしらの手立てが必要。
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○水俣市議会　議員定数及び議員報酬月額の変遷� （単位：人、円）
年月 議員定数 議員報酬 年月 議員定数 議員報酬 年月 議員定数 議員報酬

平成２年４月 26 282,000 平成５年10月 329,000 平成15年１月 341,000
平成３年５月 24（△２） 平成６年10月 338,000 平成15年５月 22（△２）
平成３年10月 300,000 平成７年10月 342,000 平成19年５月 18（△４）
平成４年10月 316,000 平成９年10月 348,000 平成23年５月 16（△２） 306,900

〇県内各市の議員定数、報酬の状況（人口は令和６年12月31日時点）� （単位：人、㎢、円）
市名 人口 議員定数 議員報酬 順位 面積 一般会計（決算額） 備考
熊本市 731,264 48 678,000 １ 390.32 40,552,970
八代市 120,023 28 431,000 ２ 681.29 6,739,718
人吉市 29,741 16 347,000 ９ 210.55 2,519,534
荒尾市 49,037 18 384,000 ３ 57.37 2,629,875
玉名市 62,582 22 359,000 ５ 152.60 3,521,308
山鹿市 48,002 20 353,000 ６ 299.67 3,374,401
菊池市 46,587 20 339,000 11 276.85 2,774,582
宇土市 36,129 18 346,900 10 74.30 2,210,227
上天草市 23,592 14 314,000 13 126.67 2,228,627
宇城市 56,347 22（20） 348,000 ７ 188.67 3,574,180 ※①
阿蘇市 24,170 18 323,000 12 376.30 1,797,164
合志市 65,160 19 370,000 ４ 53.19 2,762,728
天草市 71,920 26 348,000 ７ 683.82 5,885,269
水俣市 21,639 16 306,900 14 163.29 1,563,622
平　均 44,576 19 344,900 ― ― ― ※②

引用：全国市議会議長会「市議会議員定数に関する調査報告（令和６年12月31日現在）」より抜粋
　一般会計（決算額）については、令和５年度財政状況資料集（総務省）より抜粋
※①宇城市は令和８年１月から定数20を適用　※②平均値は熊本市、八代市を除く

〇全国人口５万人以下の市における議員定数（14,15,16人）の状況
人口／定数 14人 15人 16人
～ 15,000 ３ ０ ０
～ 20,000 10 ３ ５
～ 25,000 ６ ３ 18
～ 30,000 ５ ５ 23
～ 35,000 １ ７ 12
～ 40,000 ０ ２ 10
～ 45,000 ０ １ ５
～ 50,000 １ ３ ２
計 26 24 75

・人口、定数に応じた市の数を表示
・水俣市人口：21,639人（令和６年12月31日時点）

〇水俣市の将来人口の見通し　今後も毎年350人程度の減少が見込まれる
年 人口 備考
2000 31,147 　
2005 29,120 　
2010 26,978 　
2015 25,411 　
2020 23,557 　
2025 21,298 社人研推計※
2030 19,372
2035 17,526
2040 15,812
2045 14,207
2050 12,700
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※引用：国立社会保障・人口問題研究所の地域別将来推計人口による  
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番号 議案名 番号 議案名

議第48号 水俣市税条例等の一部を改正する条例
の制定について 議第57号 令和７年度水俣市介護保険特別会計補

正予算（第１号）

議第49号 水俣市国民保健税条例の一部を改正す
る条例の制定について 議第58号 令和７年度水俣市公共下水道事業会計

補正予算（第１号）

議第50号 令和６年度水俣市一般会計補正予算
（第13号） 議第59号 工事請負契約の締結について

議第51号 令和７年度水俣市一般会計補正予算
（第１号） 議第60号 財産の取得について（自治体ネット

ワーク強靭化に係るシステム機器一式）

議第52号 水俣市税特別措置条例の一部を改正す
る条例の制定について 議第61号 水俣市過疎地域持続的発展計画の変更

について

議第53号
水俣市介護保険法に基ずく指定地域密
着型サービスの事業の人員、設備及び
運営に係る基準に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

議第62号 財産の取得について（校務用パソコン
73台・サーバー４台）

議第54号 令和７年度水俣市一般会計補正予算
（第２号） 議第63号 損害賠償額の決定について

議第55号 令和７年度水俣市国民健康保険事業特
別会計補正予算（第１号） 議第64号 人権擁護委員候補者の推薦について

議第56号 令和７年度水俣市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第１号）

【全会一致で可決・認定・承認した議案】

【令和７年度会計別補正予算】� （千円）

会 計 名 補正額 補正後の額
一般会計 15,248 15,984,948
国民健康保険 △　2,860 3,368,380
後期高齢者医療 2,986 556,523
介護保険 6,548 3,767,461
公共下水道事業（収益的収入） 1,010 838,517
公共下水道事業（収益的支出） 1,010 835,666
公共下水道事業（資本的収入） 1,900 244,755
公共下水道事業（資本的支出） 1,900 514,196

可決された補正予算

【令和６年度会計別補正予算】� （千円）

会 計 名 補正額 補正後の額
一般会計（第13号） △　45,347 18,544,523

【令和７年度会計別補正予算】� （千円）

会 計 名 補正額 補正後の額
一般会計　（第１号） 3,700 15,969,700

専決処分により承認された補正予算

令和７年６月定例会採決結果
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６月定例会の報告
総
務
産
業
委
員
会

●
台
湾
青
年
海
外
夢
実
現
事
業
水
俣

研
修
経
費

�

２
２
５
万
円

　

台
湾
教
育
部
が
実
施
す
る
青
少

年
の
海
外
研
修
事
業
を
受
け
入
れ
、

水
俣
市
で
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

●
藻
場
・
漁
場
調
査
業
務
委
託
料　

�

２
２
４
万
６
千
円

●
水
俣
市
振
興
公
社
補
助
金 

１
０
０
６
万
５
千
円 

　

も
や
い
館
の
空
調
設
備
の
更
新

に
か
か
る
費
用
に
対
す
る
補
助
で

す
。

厚
生
文
教
委
員
会

●
物
価
高
騰
対
策
水
俣
市
学
校
給
食

会
計
補
助
金

４
３
８
万
３
千
円

　

米
価
の
高
騰
、
そ
の
他
の
食
品

価
格
の
再
上
昇
等
に
よ
る
学
校
給

食
費
の
不
足
に
対

す
る
支
援
で
す
。

●
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金

�

３
７
０
万
円

　

２
０
２
４
年
度
７
月
か
ら
11
月

に
行
っ
た
給
付
金
に
つ
い
て
対
象

世
帯
の
抽
出
漏
れ
が
あ
っ
た
た
め
、

給
付
金
の
支
給
を
行
い
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備

工
事

�

１
９
１
万
円

　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
事
務

室
会
議
室
等
空
調
工
事
に
係
る
費

用
で
す
。

●
水
俣
病
資
料
館
展
示
基
本
計
画
・

展
示
設
計
業
務
委
託
料５

７
２
万
円 

　

水
俣
病
資
料
館
の
展
示
施
設
増

設
に
伴
い
、
展
示
整
備
に
係
る
基

本
計
画
策
定
等
を
委
託
す
る
も
の

で
す
。

総
務
産
業
委
員
会

●
水
俣
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

①
給
与
所
得
控
除
（
最
低
保
障
額
）

�

55
万
円
→
65
万
円 

②
特
定
扶
養
控
除
の
対
象

�
 

１
０
３
万
円
→
１
５
０
万
円 

③
②
が
１
５
０
万
～
１
８
８
万
円

の
場
合
の
控
除
額
に
段
階
を
設
定 

④
扶
養
親
族
の
所
得
要
件 

�

48
万
円
→
58
万
円 

⑤
非
課
税
の
対
象
所
得
が
拡
大 

住
民
税

�

93
万
円
→
１
０
３
万
円 他

●
水
俣
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

法
改
正
に
よ
り
課
税
限
度
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
５

割
軽
減
、
２
割
軽
減
の
対
象
と
な

る
世
帯
の
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。

厚
生
文
教
委
員
会

●
水
俣
市
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
係
る

基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

国
が
定
め
る
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
制
定
す
る
も
の
で

す
。

総
務
産
業
委
員
会

●
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
靭
化
に

係
る
シ
ス
テ
ム
機
器
一
式
の
取
得

８
５
８
０
万
円

・
履
行
場
所　

水
俣
市
役
所

・
契
約
先　

株
式
会
社
Ｋ
Ｉ
Ｓ

厚
生
文
教
委
員
会

●
水
俣
市
立
小
中
学
校
の
校
務
用
パ

ソ
コ
ン
73
台
、
サ
ー
バ
ー
４
台
の

取
得
等

２
５
４
９
万
８
千
円

・
契
約
先　

ア
ス
ク
シ
ス
テ
ム

主
な
補
正
予
算

条
例
の
一
部
改
正

財
産
の
取
得
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議案

会
派 真志会 光政会 自民

新未来
Iʼs
水俣

日本
共産党

公
明
党

こ
ど
も

未
来
会

参
政
会

結果議
員
名

杉
本　

康
宏

木
戸　

理
江

小
路　

貴
紀

桑
原　

一
知

真
野　

頼
隆

松
本　

和
幸

岩
村　

龍
男

森
川　

武
治

田
口　

憲
雄

杉
迫　

一
樹

藤
本　

寿
子

高
岡　

朱
美

平
岡　

朱　

牧
下　

恭
之

吉
野　

誠　

肥
山　

美
緒

陳第１号　最低
賃金の改善と中
小企業支援の拡
充を求める意見
書の提出を求め
る陳情について

賛
否 否 否 否 否 否 否 議

長 否 否 賛 賛 賛 賛 否 否 否

賛成：４
反対：11

により不採択

（賛成討論）
⃝　最賃1,500円は政府方針だが、本陳情は①地域差が人口偏在を生む②最

低生計費に大差がないとし、最賃全国一律化と中小企業支援の強化を求め
ている。本市の実情に照らし当然賛同すべき。

⃝　日本は、諸外国に比較し実質賃金が大幅に低く、追い打ちをかける物価
高に 国民は悲鳴をあげている。各党派も近く1,500円まであげるようにし
たいとのことであり、地方からの声を国会にあげ、早急な実現に向けて動
く必要がある。

⃝　いつまで続くかわからない物価高騰の中、最低賃金アップは特に所得の
低い方々にとって切実な願いである。中小零細企業は賃金を上げたいけれ
ど経営が厳しい状況にあるから国による支援も当然必要である。
（反対討論）
⃝　外国法人による日本株の保有率は過去最高であり、配当率も高くなって

いる。この意見書の内容は対処的であり外国法人への株式保有への規制が
優先であると考える。

⃝　国の動向も踏まえ、理解を示すところだが、労働者または事業主の
立場で受け止め方が異なることに留意。また、政府による大胆な財政
出動を求めながら、その財源は大企業への課税負担を強いており、陳
情の趣旨と背景に齟齬が生じている。

意見第１号　国
民健康保険の国
庫負担増額を求
める意見書につ
いて

賛
否 否 否 否 否 否 否 議

長 否 否 賛 賛 賛 賛 否 否 否

賛成：４
反対：11

により否決

（賛成討論）
⃝　物価高で市民生活はますますひっ迫し、国保税のさらなる値上げは困る

との声が届いている。本意見書と同趣旨の要望は全国知事会、全国市長
会からも上げられており、これに歩調を合わせ水俣市議会からも声を上げ、
実現を迫ることは議会が取りうる有効な手段だ。

賛否の分かれた事案
議案の審議結果

●
生
体
系
に
配
慮
し
た
渚
造
成
整
備

（
護
岸
そ
の
９
）
工
事

４
億
６
０
９
０
万
円

・
工
事
内
容　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打

設
工
事
、
基
礎
捨
石
設
置
工
事
、

被
覆
石
設
置
工
事

・
契
約
先　

徳
南
・
岩
井
・
三
宅

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　

代
表
者　

藤
井
武
史

●
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支

援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情

（
不
採
択
）

●
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
改
善
、
介

護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
求
め
る

陳
情

（
継
続
審
査
）

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

山
本　

有
三　

氏
（
古
賀
町
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結

陳

情

人

事
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＊各常任委員会で交わされた主な質疑の内容です。

●議第50号　専決処分の報告及び承認について
　専第４号　令和６年度水俣市一般会計補正予算第
13号中付託分

質疑－防災備蓄倉庫の設置を中止した理由は
答弁－袋駅前の市営住宅跡地に倉庫を設置する予定

であったが、土砂災害警戒区域であることが
判明したため中止した。

質疑－ほかの場所に設置する考えはないか
答弁－高齢者福祉センター内の空き倉庫を防災備蓄

倉庫として借りることを計画している。
質疑－防災行政無線管理運用事業について、一部

防災無線が入りにくい地域があったようだが、
出水期を前にして、状況は改善されたか

答弁－湯出地区の一部で放送が入らないという意
見があり、対応したが、不安定なままである。
根本的に解決するには、無線子機の方向を変
えるなど大規模な対応が必要になるため、慎
重に調査を行っているところである。

●議第54号　令和７年度水俣市一般会計補正予算
第２号中付託分

質疑－参議院議員選挙について、地域で投票立会人
を選ぶ際、時間が長い、報酬が少ないという
意見があるが対策を検討しているか

答弁－今回投票立会人の報酬単価が改定され、１万
900円から１万2,400円にすることも含め、補
正予算に計上している。また、投票時間に関
する意見も聞いており検討しているところで
ある。

質疑－台湾青年海外夢実現事業水俣研修について、
研修参加者はどのように決まるのか

答弁－自ら申込を行い、選抜された人が参加する。

●議第58号　令和７年度水俣市公共下水道事業会
計補正予算第１号

質疑－桜井町の民間工事における下水道管閉塞事故
の場所及び内容は

答弁－場所は、水俣協立病院付近である。桜井町
付近は地下水が多く、建替工事における基礎
部分工事の際、国道側からの地下水を防ぐた
めコンクリートを流し込んだところ、何らか
のアクシデントにより下水道の取付け管から
本管のほうにコンクリートが流れ込み、約17
メートル閉塞した。

●議第59号　工事請負契約の締結について

質疑－契約金額が大きい理由は
答弁－これまでより施工延長が長いためである。

●議第63号　損害賠償額の決定について

質疑－本市で調査した結果、相手方を空き家の法定
相続人と判断し、通知したのか

答弁－今回、法定相続人の順番などを誤認し、通知
した。 
相手方が相続放棄の権利を執行しようとした
ところ、法定相続人ではないことが発覚した。

質疑－法定相続人を本市で断定することが難しけれ
ば、同様のケースが再び起こりうるのか

答弁－相続関係についての再確認と、チェック体制
の徹底を行い、再発を防止したい。

委員長：真野　副委員長：松本
平岡・肥山・藤本・小路・牧下・田口総務産業

（６月定例会）
専決処分の報告及び承認４件、条例の一部改正１件、補正予算２件、契約の締結１件、その他の議決事件３
件、陳情１件
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（６月定例会）
専決処分の報告及び承認２件、条例の一部改正１件、
補正予算４件、その他の議決事件１件、継続中の陳
情１件

●議第53号　水俣市介護保険法に基づく指定地域
密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に係
る基準に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

質疑－栄養士の人員の配置数が増減したということ
か

答弁－管理栄養士の配置要件が緩和されたというこ
とである。

●議第54号　令和７年度水俣市一般会計補正予算
第２号中付託分

質疑－地域活性化起業人制度に係る派遣が難しい理
由は何か

答弁－水俣病資料館の収蔵庫増設に伴い整備する歴
史文化ゾーンや既存のシアタールーム等の展
示整備に係る基本構想の策定のため、地域活
性化起業人制度を活用する予定で、２社に打

診したが、１社は人材不足、もう１社は、地
域活性化起業人制度は月の半分以上本市に赴
くことが必要だが、実際に月の半分以上来る
ことが難しいことから委託に切り替える。

質疑－どういった効果を期待して地域活性化起業人
制度に係る派遣費用等を予算計上していたの
か

答弁－自治体が取り組む地域課題に対して、そのノ
ウハウを有する企業から人材を派遣してもら
い、その課題に取り組んでもらうことで、市
役所にできないようなことを民間企業の人材
の力を借りて効果的に事業を進められるとい
うことと、人件費等は特別交付税措置があり、
財政面でもよいため予算計上していた。

●議第62号　財産の取得について

質疑－指名競争入札に参加した事業者数と地元の事
業者数は何者か

答弁－指名業者数５者、うち市内業者数５者である。
質疑－パソコンが故障した場合の対応は
答弁－不具合が生じた場合は、教育委員会を通して

業者に修理依頼をする。

委員長：木戸　副委員長：高岡
杉迫・吉野・杉本・森川・岩村・桑原厚生文教

水俣市政治倫理審査会の調査及び結果報告について
令和７年３月、「松本和幸水俣市議会議員の行為が水俣市政治倫理条例違反に該当する疑いがある。」として、
市内在住の４人の方の連名で水俣市政治倫理審査会（以下「審査会」とします。）の調査を求める請求書が市議
会議長あてに提出されました。
水俣市政治倫理条例（以下「条例」とします。）の規定に基づき、議長は調査請求書の写し及び関係書類を市
長あてに送付、調査請求書に添えられた市民1,263人分の署名有効性の審査・確認後、審査会（委員５人）が令
和７年５月22日、６月25日、７月３日の３回にわたり、開催されました。
審査会から市長を通じて以下の報告がありました。
「調査対象の議員がその地位を利用しての金品の授受は、明確な決定的証拠はなく確証には至らなかったが、
下請工事等に関し特定の業者を推薦・紹介する行為があったことは窺（うかが）われ、明確な条例違反とまでは
断定はできないものの、市民全体の奉仕者たる議員の地位に鑑（かんが）みれば疑念が生じるおそれのある行為
である。また、条例に『議員及び市長等は、政治倫理に違反する事実があるとの疑惑を持たれたときは、自ら潔
い態度をもって疑惑の解明に当たるとともに、その責任を明らかにしなければならない。』とあり、議会等のし
かるべき場所において疑惑の解明に努めていただきたい。なお、陳情書（公文書）が、議長から市議に渡り、市
議から（関係者）へ、（関係者）から（調査請求者）へ渡ったことについては、情報公開及び個人情報保護制度
の実施機関である議会において改めて検証すべき事項と考えられる。」
この報告は、令和７年７月９日に市長から議長に写しが送付され、議長は条例に基づき、調査請求者に調査報
告書の写しを送付しました。
議会は、この報告を真摯に受け止め、公平公正で高潔な議会運営、市政に携わる責務と市民の信頼に値する倫
理性の確保のため、検討を進めて参ります。
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あなたの声を市政に

●真野　頼隆

１．市役所の行政経営について
２．豪雨対策について
３．湯の児温泉の観光振興について
４．ローズフェスタについて

●高岡　朱美

１．物価高騰に苦しむ市民、事業者支援につい
て

２．総合医療センターの経営状況について
３．不登校児童生徒の居場所づくりについて
４．水俣病について

●藤本　寿子

１．水俣市の農林水産業の現状と今後の取組に
ついて

２．全国の風力発電事業による事故の現状と水
俣市の安心安全なエネルギー政策について

３．水俣病への宇城市、「株式会社トライグルー
プ」の間違った情報提供について 

●杉迫　一樹

１．教育長の教育に対する思い・考えについて
２．ＵＤｅ－スポーツを活用した地域コミュニ

ティー等の充実について
３．市内小中学校のハード整備・バリアフリー

整備について

●肥山　美緒

１．ＰＴＣＡ（保護者・教職員・地域住民の連
携組織）の必要性とその推進について

２．給食費無償化のメリット・デメリットを踏
まえた制度の在り方について

３．水俣の未来を担う若者の育成と主権者教育
の推進について 

●木戸　理江

１．山間地での市民の暮らしと農林業について
２．高齢者の介護サービス利用について

紙面から動画にリンク
各議員の写真の下の二次元コードをスマートフォン
などで読み取ると、その議員の一般質問の動画をご覧
いただけます。
※視聴の際のデータ通信料は利用者の負担となります。

こんにちは　議会事務局です
　議員の活動が円滑にまわるよう、そ
のサポートを行っています。
　議場でのタイムキーパーや記録の管
理など、これまでの業務に加えタブ
レットの資料掲載や情報提供、運用管
理も新たな仕事としてスムーズな運営
を目指します。

議会事務局職員

 （局長）
岡本　広志　　小

しょうじ

路　幹雄　　森　ちひろ　　藤井　美樹
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【検索と置換】（テキスト）文字スタイル指定
　　　　　　　（字形）ゴシック MB101 Pr6 H
　　　　　　　　　　問 CID：3824→問 CID：10498　答 CID：3188→答 CID：10761

考
え
て
い
る
か

答
　
４
月
か
ら
電
子
決
裁

を
導
入
し
、
既
存
の
業
務

プ
ロ
セ
ス
を
抜
本
的
に
見

直
し
、
業
務
の
ス
リ
ム
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ

ら
に
、
変
革
を
後
押
し
す

る
た
め
に
「
生
成
Ａ
Ｉ
」

や
手
作
業
で
行
っ
て
い
る

デ
ー
タ
入
力
等
の
定
型
業

務
を
自
動
化
す
る
「
Ｒ
Ｐ

Ａ
」
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
を
導
入
し
、
業
務

の
省
力
化
・
効
率
化
を
推

進
し
て
い
る
。

問
　
会
計
年
度
任
用
職
員

を
含
め
た
現
在
の
職
員
数

を
十
分
と
考
え
て
い
る
か

答
　
必
要
な
職
員
数
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
退
職
者
数
を
勘
案
し

新
規
採
用
者
で
補
充
。
た

だ
、
予
期
せ
ぬ
職
員
の
休

職
や
中
途
退
職
等
の
影
響

も
あ
り
、
職
員
数
は
十
分

と
は
言
え
な
い
。

問
　
職
員
の
人
事
異
動
は

ど
う
い
っ
た
基
準
で
行
っ

て
い
る
か

答
　
採
用
か
ら
一
定
期
間

を
能
力
開
発
期
間
と
位
置

づ
け
、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
の
考
え
方
を
踏
ま

え
、
各
種
分
野
の
業
務
や

複
数
の
職
場
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
経
験
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
職
員
の
視
野
や
知

識
・
技
術
を
幅
広
く
深
い

も
の
と
し
て
い
く
と
と
も

に
、
適
材
適
所
の
人
事
配

置
に
努
め
て
い
る
。

豪
雨
対
策
に
つ
い
て

問
　
防
災
行
政
無
線
で
避

難
情
報
を
放
送
す
る
際
、

警
戒
レ
ベ
ル
を
付
け
加
え

る
こ
と
で
、
よ
り
危
険
度

を
周
知
で
き
る
と
思
う
が

ど
う
か

答
　
気
象
庁
が
定
め
る
警

戒
レ
ベ
ル
を
加
え
る
こ
と

に
よ
り
、
直
感
的
に
危
険

度
を
周
知
で
き
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
放
送
内
容
に

加
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

湯
の
児
温
泉
の
観
光

振
興
に
つ
い
て

問
　
開
湯
１
０
０
周
年
を

記
念
し
た
式
典
、
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
何
を
行
う
の
か

答
　
８
月
９
日
か
ら
10
月

31
日
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期

間
に
ノ
ベ
ル
テ
ィ
ー
用
の

バ
ッ
グ
配
布
や
日
本
航
空

で
の
ウ
ェ
ブ
記
事
配
信
を

実
施
す
る
。
９
月
27
日
の

式
典
で
は
温
泉
ソ
ム
リ
エ

の
講
演
の
ほ
か
、
写
真
展

や
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
、
移

動
式
サ
ウ
ナ
の
設
置
を
予

定
し
て
い
る
。

ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
に

つ
い
て

問
　
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
春

の
イ
ベ
ン
ト
と
そ
の
来
場

者
数
は
ど
う
だ
っ
た
か

答
　
主
な
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
コ
ン
サ
ー
ト
と
ポ
プ
リ

作
り
を
実
施
し
た
。
５
月

３
、
４
、
５
日
の
連
休
が

最
も
多
く
、
全
体
で
は
７

６
，
１
０
７
人
だ
っ
た
。

問
　
み
な
ま
た
ロ
ー
ズ
マ

ラ
ソ
ン
を
市
と
の
共
催
に

は
で
き
な
い
か

答
　
ロ
ー
ズ
マ
ラ
ソ
ン
は

民
間
団
体
が
主
催
し
、
成

功
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
と

認
識
し
て
い
る
。
市
は
現

在
後
援
と
い
う
立
場
で
、

広
報
チ
ラ
シ
の
掲
載
や
問

合
せ
の
対
応
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

可
能
な
限
り
の
支
援
を
行

う
が
、
共
催
に
つ
い
て
は

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
。

市
役
所
の
行
政
経
営

に
つ
い
て

問
　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を

実
施
し
た
こ
と
で
業
務
は

ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。
ま

た
、
経
費
削
減
は
ど
れ
く

ら
い
か

答
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

に
よ
り
、
資
料
の
印
刷
や

製
本
、
仕
分
け
と
い
っ
た

業
務
が
不
要
と
な
っ
た
ほ

か
、
資
料
の
修
正
が
発
生

し
た
場
合
の
差
し
替
え
等

も
容
易
と
な
り
、
職
員
の

業
務
量
削
減
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
コ
ピ
ー
用
紙
の

購
入
量
は
減
少
し
て
い
る

が
、
単
価
が
上
が
り
経
費

削
減
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
。

問
　
さ
ら
な
る
デ
ジ
タ
ル

化
の
事
業
を
ど
の
よ
う
に

デジタルによる業務の省力化・効率化
求められる複数の業務をこなせる人材

（真志会）
真野　頼隆
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世
帯
あ
た
り
月
１
０
０
０

円
程
度
で
あ
り
、
シ
ス
テ

ム
改
修
に
時
間
と
費
用
を

要
す
る
た
め
実
施
す
る
考

え
は
な
い
。

問
　
今
こ
の
瞬
間
も
困
っ

て
い
る
人
が
い
る
。
何
ら

か
の
手
を
打
っ
て
ほ
し
い

答
　
国
の
推
奨
メ
ニ
ュ
ー

に
照
ら
し
検
討
す
る
。

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

の
経
営
状
況
に
つ
い

て問
　
物
価
高
騰
で
医
療
機

関
の
倒
産
、
廃
業
が
過
去

最
多
と
聞
く
。
医
療
セ
ン

タ
ー
の
状
況
は
ど
う
か

答
　
昨
年
度
が
５
億
円
の

赤
字
、
今
年
度
も
同
様
の

見
込
み
で
、
こ
れ
が
続
け

ば
診
療
体
制
に
深
刻
な
影

響
が
出
る
。

問
　
急
性
期
病
床
の
あ
る

医
療
セ
ン
タ
ー
は
市
民
の

命
綱
だ
。
健
全
に
診
療
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
市
長
か

ら
県
に
支
援
を
求
め
て
は

ど
う
か

答
　
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と

ら
え
て
要
望
を
伝
え
る
。

問
　
人
口
減
少
で
経
営
環

境
は
厳
し
い
。
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
た

め
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
る
か

答
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用

が
鍵
に
な
る
。
よ
り
活
用

の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
は

診
療
報
酬
改
定
や
国
か
ら

の
財
政
援
助
が
必
要
な
た

め
、
行
政
、
議
会
に
協
力

を
頂
き
た
い
。

不
登
校
児
童
生
徒
の

居
場
所
づ
く
り
に
つ

て問
　
不
登
校
児
童
生
徒
の

う
ち
、
ほ
と
ん
ど
の
時
間

を
家
で
過
ご
し
て
い
る
子

供
の
数
は　

答
　
38
名
い
る
。

問
　
社
会
的
自
立
を
め
ざ

し
引
き
こ
も
り
を
避
け
る

た
め
の
支
援
が
必
要
だ
。

芦
北
町
は
不
登
校
児
童
生

徒
の
送
迎
を
専
任
で
担
当

す
る
職
員
を
３
名
確
保
し
、

効
果
を
上
げ
て
い
る
。
水

俣
で
も
や
れ
な
い
か
。
ま

た
、
適
応
指
導
教
室
を
午

後
か
ら
も
開
設
し
、
昼
夜

逆
転
し
て
朝
起
き
ら
れ
な

い
子
供
に
も
通
室
の
チ
ャ

ン
ス
を
つ
く
る
べ
き
で
は

な
い
か

答
　
水
俣
で
は
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
専
門
的
、
総
合
的
に
対

応
し
、
登
校
を
促
し
て
い

る
。
適
応
指
導
教
室
は
生

活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
午
後

か
ら
登
校
を
促
す
目
的
が

あ
る
。
ま
た
体
制
面
で
の

厳
し
さ
も
あ
り
現
状
維
持

が
適
当
と
考
え
て
い
る
。

水
俣
病
に
つ
い
て

問
　
㈱
ト
ラ
イ
が
ネ
ッ
ト

を
介
し
「
水
俣
病
は
遺
伝

す
る
」
と
い
う
誤
情
報
を

10
年
も
の
間
配
信
し
続
け

て
い
た
。
ま
さ
に
差
別
を

誘
発
す
る
も
の
だ
。
被
害

者
は
身
体
の
痛
み
以
上
に

差
別
に
苦
し
ん
だ
。
こ
の

市
民
感
情
を
代
表
し
、
市

長
に
は
毅
然
と
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
全
国
に
発
信
し

て
ほ
し
い
。
ど
の
よ
う
な

対
応
を
考
え
て
い
る
か

答
　
水
俣
病
資
料
館
が
情

報
発
信
を
し
て
い
る
。

問
　
資
料
館
は
現
地
訪
問

し
て
も
ら
う
こ
と
を
重
視

し
て
き
た
が
、
今
後
は

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
誰
も
が

館
内
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
戦
略
に
も
力
を
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か

答
　
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
今

回
の
間
違
い
が
起
こ
っ
た
。

ネ
ッ
ト
戦
略
を
と
の
こ
と

だ
が
諸
刃
の
剣
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ

が
す
る
。
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
か
は
今
後
検
討

し
て
い
く
。

物
価
高
騰
に
苦
し
む

市
民
、
事
業
者
支
援

に
つ
い
て

問
　
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫

の
買
い
換
え
補
助
金
や
Ｐ

ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
な
ど
の
ス
マ

ホ
決
済
に
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
す
る
事
業
は
、
喜
び
の

声
が
あ
る
一
方
で
、
恩
恵

に
浴
さ
な
い
市
民
か
ら
の

不
満
も
聞
か
れ
た
。
次
は

誰
も
が
利
用
す
る
水
道
料

金
の
引
下
げ
を
や
っ
て
は

ど
う
か

答
　
試
算
し
た
と
こ
ろ
残

り
の
補
助
金
で
基
本
料
金

を
無
料
に
し
て
も
平
均
で

物価高が市民、医療センター直撃 
市の対応策は

（日本共産党）
高岡　朱美

子ども自立支援室
仕切られた学習スペースや気晴らしの卓球台も
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問
　
昨
年
の
「
恋
路
カ

キ
」、
ア
オ
サ
ノ
リ
の
収

量
の
減
少
に
つ
い
て
は
、

県
の
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー

と
も
協
力
し
、
慎
重
に
対

処
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か

答
　
引
き
続
き
、
県
水
産

研
究
セ
ン
タ
ー
、
漁
業
組

合
と
も
連
絡
し
て
監
視
し

て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

問
　
山
間
地
で
の
雇
用
を

増
や
す
「
自
伐
型
林
業
」

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
芦
北
町

で
行
わ
れ
た
。
町
長
が
熱

心
に
語
ら
れ
て
い
た
が
、

町
長
の
話
を
聞
く
機
会
を

持
て
な
い
か

答
　
学
習
会
の
予
定
は
な

い
。

全
国
の
風
力
発
電
事

業
に
よ
る
事
故
の
現

状
と
水
俣
市
の
安
心

安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
つ
い
て

問
　
全
国
の
風
力
発
電
の

事
故
に
つ
い
て
把
握
し
て

い
る
か

答
　
令
和
5
年
度
電
気
保

安
統
計
に
よ
る
と
令
和
元

年
度
か
ら
発
生
し
た
風
力

発
電
に
関
す
る
事
故
件
数

は
２
１
７
件
で
あ
る
。

問
　
仮
称
「
肥
薩
ウ
イ
ン

ド
フ
ァ
ー
ム
」
の
羽
根
の

長
さ
と
重
さ
は
ど
れ
く
ら

い
あ
る
か

答
　
羽
根
の
長
さ
は
60
か

ら
65
メ
ー
ト
ル
。
重
さ
が

15
か
ら
20
ト
ン
あ
る
。

問
　
水
俣
市
に
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る

場
合
、
立
地
条
件
も
含
め

そ
の
工
作
物
の
安
全
性
が

担
保
で
き
る
と
い
う
こ
と

が
必
須
の
条
件
と
思
う
が

答
　
安
全
性
を
担
保
で
き

る
こ
と
は
当
然
の
条
件
で

あ
る
。

問
　
大
規
模
開
発
を
伴
わ

な
い
、
暮
ら
し
に
身
近
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
を
推
進

し
て
は
ど
う
か

答
　
公
共
施
設
の
太
陽
光

発
電
、
ま
た
、
民
間
事
業

者
が
実
施
す
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
所
定
の
手
続
に

よ
り
対
応
す
る
。

水
俣
病
へ
の
宇
城
市
、

「
㈱
ト
ラ
イ
グ
ル
ー

プ
」の
間
違
っ
た
情

報
提
供
に
つ
い
て

問
　
㈱
ト
ラ
イ
グ
ル
ー
プ

に
は
、
ど
の
よ
う
に
要
望

し
た
の
か

答
　
拡
散
し
た
情
報
へ
の

対
策
、
再
発
防
止
、
水
俣

病
の
正
し
い
知
識
の
習
得

な
ど
を
要
望
し
た
。

問
　
環
境
省
に
全
国
の
自

治
体
関
係
者
な
ど
に
水
俣

病
に
対
す
る
認
識
を
深
め

る
た
め
の
研
修
を
行
う
よ

う
通
知
を
出
し
て
も
ら
え

な
い
か
と
、
要
望
で
き
な

い
か

答
　
国
に
伝
え
る
。

問
　
水
俣
病
を
は
じ
め
と

し
て
現
在
の
水
俣
を
研
修

す
る
た
め
「
補
助
金
制

度
」
を
設
け
る
よ
う
要
望

で
き
な
い
か

答
　
県
内
は
、
肥
後
っ
子

教
室
が
あ
る
が
、
県
外
に

つ
い
て
は
国
に
伝
え
る
。

問　

６
月
14
日
に
「
水

俣
・
差
別
偏
見
を
考
え
る

会
」
が
発
足
し
た
。
水
俣

病
に
向
き
合
い
学
び
直
す

こ
と
で
多
く
の
困
難
を
背

負
わ
さ
れ
て
き
た
、
被
害

者
、
関
係
者
を
更
に
苦
し

め
る
こ
と
の
な
い
当
た
り

前
の
暮
ら
し
を
共
に
目
指

し
た
い
と
の
こ
と
だ
が
市

長
は
ど
の
よ
う
に
思
う
か

答
　
今
後
も
情
報
発
信
も

含
め
、
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

水
俣
市
の
農
林
水
産

業
の
現
状
と
今
後
の

取
組
に
つ
い
て

問
　
水
俣
市
の
10
年
前
か

ら
の
米
農
家
数
は
ど
の
よ

う
に
推
移
し
て
い
る
か

答
　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

よ
る
と
、
２
０
１
８
年
に

２
１
８
あ
っ
た
米
農
家
数

は
、
１
７
４
に
減
少
し
て

い
る
。

問
　
津
奈
木
で
行
わ
れ
た

「
お
米
の
学
び
直
し
講
習

会
」
な
ど
の
取
組
は
で
き

な
い
か

答
　
米
農
家
を
増
や
す
有

効
な
も
の
と
考
え
て
い
る

が
、
専
門
的
な
指
導
や
農

地
確
保
な
ど
関
係
者
の
協

力
が
な
い
と
実
現
は
難
し

い
。

暮らしに身近な安心安全な
再生可能エネルギーの推進を

（I's 水俣）
藤本　寿子
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Ｕ
Ｄ
ｅ-

ス
ポ
ー
ツ

を
活
用
し
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
等
の

充
実
に
つ
い
て

問　
高
齢
者
と
子
供
が
ふ

れ
あ
う
機
会
と
し
て
、
福

祉
・
教
育
分
野
で
は
ど
の

よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い

る
か

答
　
福
祉
分
野
で
は
、
高

校
生
を
対
象
と
し
た
介
護

施
設
で
の
交
流
体
験
、
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
交

流
。
教
育
分
野
で
は
、
老

人
ホ
ー
ム
の
訪
問
を
行
っ

て
い
る
。

問
　
Ｕ
Ｄ
ｅ-

ス
ポ
ー
ツ

を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

等
は
ど
れ
ほ
ど
あ
る
か

答
　
昨
年
度
「
水
俣
健
康

ま
つ
り
」
や
地
域
で
の
、

い
き
い
き
サ
ロ
ン
等
で
８

回
実
施
し
た
。

問
　
ど
こ
で
も
行
え
る
よ

う
、
市
職
員
の
資
格
所
有

者
育
成
及
び
機
材
の
購
入

は
し
な
い
か

答
　
社
協
が
必
要
に
応
じ

て
育
成
を
行
う
た
め
、
市

職
員
へ
の
育
成
は
考
え
て

い
な
い
。
機
材
は
、
必
要

が
あ
れ
ば
社
協
の
委
託
事

業
の
中
で
購
入
を
協
議
し

た
い
。

問
　
今
後
の
Ｕ
Ｄ
ｅ-

ス

ポ
ー
ツ
の
活
用
に
よ
る
可

能
性
、
普
及
さ
せ
る
こ
と

へ
の
見
解
は

答
　
市
民
同
士
の
交
流
促

進
や
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル

予
防
が
期
待
で
き
る
の
で
、

ニ
ー
ズ
が
増
加
す
れ
ば
普

及
を
図
っ
て
い
く
。

市
内
小
中
学
校
の

ハ
ー
ド
整
備
・
バ
リ

ア
フ
リ
ー
整
備
に
つ

い
て

問
　
施
政
方
針
で
「
第
一

小
学
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
向
け
た
取
組
や
、
袋
小

学
校
の
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス

の
空
調
整
備
等
、
子
供
た

ち
の
学
び
を
支
え
る
ハ
ー

ド
整
備
を
進
め
る
」
と

あ
っ
た
が
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
整
備
を
行
う

の
か

答
　
令
和
８
年
度
に
第
一

小
学
校
に
入
学
予
定
の
配

慮
が
必
要
な
児
童
の
た
め
、

安
心
安
全
な
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
設
計

を
行
う
予
定
。
そ
の
他
、

空
調
整
備
等
の
更
新
・
修

繕
、
遊
具
修
繕
を
進
め
て

い
く
。

問
　
当
該
児
童
の
上
下
階

の
移
動
方
法
を
解
決
す
る

た
め
、
ど
の
よ
う
な
ハ
ー

ド
整
備
・
合
理
的
配
慮
を

検
討
し
て
い
る
か

答
　
当
該
児
童
の
動
線
等

を
検
証
し
、
検
討
を
行
う
。

問
　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊

具
の
導
入
は
検
討
で
き
な

い
か

答
　
遊
具
の
修
繕
を
進
め

る
た
め
考
え
て
い
な
い
。

問
　
第
一
小
学
校
へ
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
導
入
は
し
な

い
か

答
　
本
市
の
財
政
状
況
を

勘
案
し
、
ま
ず
は
児
童
生

徒
の
安
全
確
保
の
た
め
、

外
壁
改
修
工
事
を
優
先
す

る
。

問
　
第
一
小
学
校
を
「
水

俣
バ
リ
ア
フ
リ
ー
指
定

校
」
と
位
置
づ
け
、
取
り

組
ん
で
み
て
は
ど
う
か

答
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
校
と

し
て
の
指
定
ま
で
は
考
え

て
い
な
い
。

教
育
長
の
教
育
に
対

す
る
思
い
・
考
え
に

つ
い
て

問
　
現
代
の
教
育
現
場
に

必
要
な
こ
と
、
課
題
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か

答
　
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
な
ど
、
予
測
困
難
な

社
会
に
対
応
で
き
る
生
き

る
力
を
持
っ
た
子
ど
も
た

ち
を
育
む
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

問
　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
の
推
進
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か

答
　
障
害
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
「
共
に
学
ぶ
」
機
会

の
提
供
は
、
重
要
な
取
組

の
一
つ
。
多
様
性
を
認
め
、

一
人
一
人
を
見
過
ご
す
こ

と
の
な
い
共
生
社
会
が
実

現
す
る
も
の
と
考
え
る
。

バリアフリー整備は
インクルーシブ教育の推進に必要不可欠

（I's 水俣）
杉迫　一樹

UDe- スポーツ機器
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ぐ
た
め
の
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
活
用
や
育
成

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
は

い
か
が
か

答
　
現
在
、
現
自
治
会
長

や
元
自
治
会
長
を
地
域
学

校
協
働
活
動
推
進
員
と
し

て
委
嘱
し
、
さ
ら
に
各
小

中
学
校
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
地
域
学
校
協
働
本
部

委
員
を
配
置
し
て
お
り
、

活
用
を
今
後
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
用
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

給
食
費
無
償
化
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
踏
ま
え
た
制
度

の
在
り
方
に
つ
い
て

問
　
水
俣
市
学
校
給
食
費

補
助
事
業
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
、
導
入
後
の
効
果

や
課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
評
価
を
行
っ
て
い
る

か答
　
令
和
元
年
度
か
ら
水

俣
市
学
校
給
食
費
補
助
事

業
を
実
施
。
県
内
14
市
の

中
で
は
保
護
者
負
担
が
少

な
い
自
治
体
と
な
っ
て
い

る
。
給
食
費
の
支
出
が
多

く
な
る
多
子
世
帯
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
は
、
同

様
の
施
策
を
講
じ
て
い
る

県
内
３
市
の
中
で
は
最
も

充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
課
題
と
し
て
は
、

食
材
費
の
上
昇
が
今
年
度

も
続
い
て
お
り
、
来
年
度

以
降
い
か
に
学
校
給
食
の

水
準
を
確
保
す
る
か
、
財

源
確
保
を
ど
の
よ
う
に
す

る
か
等
が
あ
る
と
考
え
る
。

問
　
国
に
よ
る
全
国
一
律

の
無
償
化
が
行
わ
れ
た
場

合
、
自
治
体
に
お
い
て
は

限
ら
れ
た
予
算
内
で
給
食

費
を
賄
う
必
要
が
生
じ
、

そ
の
結
果
、
給
食
の
質
や

量
が
落
ち
る
と
い
う
懸
念

が
あ
る
が
、
対
応
策
等
は

ど
う
考
え
て
い
る
か

答
　
現
在
、
給
食
費
の
改

定
や
国
の
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
活
用
等
に
よ
り

財
源
を
確
保
し
、
適
切
な

質
や
量
を
保
っ
た
給
食
を

児
童
生
徒
に
提
供
し
て
い

る
。
国
に
よ
る
給
食
費
無

償
化
に
つ
い
て
は
今
後
も

適
切
な
給
食
を
提
供
す
る

た
め
に
必
要
と
な
る
予
算

や
財
源
の
確
保
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

水
俣
の
未
来
を
担
う

若
者
の
育
成
と
主
権

者
教
育
の
推
進
に
つ

い
て

問
　
市
内
の
小
学
校
・
中

学
校
・
高
校
に
お
い
て
ど

の
よ
う
な
形
で
主
権
者
教

育
が
行
わ
れ
て
い
る
か

答
　
文
部
科
学
省
作
成
資

料
に
よ
る
と
、
主
に
社
会

科
や
家
庭
科
、
道
徳
科
等

に
お
い
て
、
横
断
的
に
指

導
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
本
市
の
学
校
に
お
い

て
も
、
社
会
科
や
特
別
活

動
等
の
中
で
、
主
権
者
教

育
に
係
る
学
習
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。

問
　
模
擬
選
挙
や
若
者
の

声
を
行
政
に
届
け
る
仕
組

み
の
導
入
、
教
職
員
の
研

修
や
保
護
者
・
地
域
住
民

向
け
の
普
及
啓
発
事
業
な

ど
、
教
育
委
員
会
と
し
て

更
な
る
主
権
者
教
育
の
推

進
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
考
え
る

か答
　
現
在
、
み
な
ま
た
未

来
ラ
ボ
の
実
施
、
各
学
校

へ
文
部
科
学
省
か
ら
の
資

料
を
通
知
し
、
理
解
を
促

し
て
い
る
。
教
育
委
員
会

と
し
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と

に
継
続
し
て
取
り
組
む
こ

と
で
、
主
権
者
教
育
の
推

進
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ(

保
護
者 

・
教
職
員
・
地
域
住

民
の
連
携
組
織
）の

必
要
性
と
そ
の
推
進

に
つ
い
て

問
　
市
内
の
小
中
学
校
に

お
け
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
現

状
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
か
。
ま
た
課
題
は

何
か

答
　
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
各

種
団
体
等
で
組
織
す
る
総

会
で
「
校
区
育
成
会
」
の

活
動
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
事

業
報
告
に
お
い
て
把
握
し

て
い
る
。
課
題
と
し
て
は

会
員
数
の
減
少
、
共
働
き

世
帯
の
増
加
等
に
よ
る
役

員
の
成
り
手
不
足
等
に
対

応
す
る
た
め
の
活
動
の
効

率
化
等
が
考
え
ら
れ
る
。

問
　
学
校
と
地
域
を
つ
な

「国家百年の計」という考えを
基にした教育を

（参政会）
肥山　美緒
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と
直
結
す
る
と
は
言
え
な

い
が
、
担
い
手
確
保
や
作

業
支
援
の
一
助
と
な
っ
て

い
る
。

問
　
交
付
金
や
補
助
金
を

幅
広
く
活
用
で
き
る
よ
う

事
務
手
続
の
代
行
や
補
助

を
事
務
担
当
経
験
者
等
に

委
託
し
て
は
ど
う
か

答
　
現
行
も
行
政
書
士
等

委
託
可
能
で
、
そ
の
費
用

も
交
付
金
か
ら
支
弁
可
能
。

事
務
委
託
制
度
の
利
用
な

ど
で
各
集
落
の
負
担
軽
減

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

問
　
放
置
山
林
に
は
ど
の

よ
う
な
措
置
が
と
れ
る
か

答
　
森
林
経
営
管
理
制
度

を
実
施
し
、
所
有
者
へ
の

意
向
調
査
や
管
理
委
託

あ
っ
せ
ん
、
所
有
者
不
明

の
特
例
活
用
で
追
跡
調
査

も
行
っ
て
い
る
。

問
　
触
ら
ず
自
然
を
残
し

た
だ
山
を
守
る
と
い
う
考

え
だ
け
で
は
昨
今
の
自
然

災
害
の
発
生
例
を
見
て
も

現
実
的
で
な
い
。
適
正
に

管
理
し
、
関
係
部
署
や
自

治
会
・
各
団
体
が
連
携
し

協
働
し
て
整
備
や
保
全
を

行
う
こ
と
も
検
討
し
て
ほ

し
い
が
い
か
が
か

答
　
水
俣
地
域
森
林
管
理

シ
ス
テ
ム
推
進
協
議
会
を

設
立
し
、
市
内
林
業
事
業

体
と
連
携
し
て
活
動
を
続

け
る
。
関
係
部
署
に
情
報

提
供
し
放
置
山
林
の
支
援

事
業
に
対
応
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
に
つ
い
て

問
　
家
族
や
周
辺
に
認
知

症
が
疑
わ
れ
る
症
状
が
出

た
と
き
、
周
囲
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
。
認
定
や

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め

の
手
続
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か

答
　
で
き
る
だ
け
普
通
に

接
す
る
こ
と
を
心
が
け
、

症
状
に
対
し
て
怒
っ
た
り

否
定
し
た
り
し
な
い
。
ま

ず
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
か
か
り
つ
け
の
医

療
機
関
へ
相
談
し
、
そ
の

後
い
き
い
き
健
康
課
に
て

認
定
さ
れ
る
ま
で
の
様
々

な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
。

問
　
ひ
ま
わ
り
プ
ラ
ン
の

認
知
症
支
援
策
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か

答
　
当
事
者
の
意
見
を
尊

重
し
、
家
族
と
共
に
集
ま

れ
る
場
所
等
作
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
共
に
支
援
す
る
。

行
方
不
明
を
未
然
に
防
ぐ

お
か
え
り
サ
ポ
ー
ト
シ
ー

ル
事
業
な
ど
様
々
な
仕
組

み
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

問
　
介
護
離
職
と
い
う
問

題
に
対
し
て
、
支
援
策
は

あ
る
か

答
　
法
改
正
で
介
護
離
職

防
止
を
目
的
と
し
た
環
境

整
備
が
事
業
主
に
義
務
づ

け
ら
れ
、
仕
事
と
介
護
の

両
立
支
援
が
強
化
さ
れ
た
。

問
　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

苦
労
や
努
力
は
ど
の
よ
う

に
し
て
把
握
し
、
抱
え
る

課
題
の
解
決
に
提
案
で
き

る
こ
と
は
何
か

答
　
介
護
支
援
専
門
員
の

会
議
に
参
加
し
把
握
に
努

め
る
。
ま
た
今
年
度
、
委

託
事
業
の
中
で
実
態
調
査

を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
今
後
さ
ら
に
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
必
要
性
は
高

ま
る
だ
ろ
う
が
、
従
事
者

を
増
や
す
取
組
と
実
情
の

改
善
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
る
か

答
　
高
校
へ
の
出
前
講
座

な
ど
交
流
の
機
会
を
通
じ

そ
の
役
割
や
重
要
性
を
お

伝
え
し
魅
力
発
信
を
進
め

る
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か

ら
の
相
談
は
ど
こ
で
も
対

応
で
き
る
よ
う
連
携
す
る
。

山
間
地
で
の
市
民
の

暮
ら
し
と
農
林
業
に

つ
い
て

問
　
鳥
獣
被
害
対
策
の
手

助
け
な
ど
を
農
業
委
員
会

と
連
携
し
て
は
ど
う
か

答
　
本
来
の
業
務
は
農
地

等
利
用
最
適
化
推
進
で
あ

る
が
、
一
農
業
者
・
地
域

の
一
員
と
し
て
、
可
能
な

方
に
は
、
協
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
今
後
は
よ
り

連
携
を
図
り
情
報
共
有
や

周
知
に
努
め
た
い
。

問
　
ほ
場
整
備
に
よ
り
、

米
の
生
産
量
増
加
や
効
率

化
が
ど
の
よ
う
に
期
待
で

き
る
の
か

答
　
形
状
の
よ
い
広
い
農

地
と
な
る
こ
と
で
作
業
効

率
化
と
生
産
性
の
向
上
に

つ
な
が
る
。
生
産
量
向
上

山間地での暮らしやすさの考察と
これからの介護の在り方を問う

（真志会）
木戸　理江
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市議会ホームページから議会の動画や会議録をご覧いただけます！

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「水俣市議会会議録検索」

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「議会インターネット中継」

水俣市  議会 検索

Ｑ．質問や答弁の内容を調べたいんだけど？
Ａ. 質問や答弁のキーワードで検索できます！

Ｑ．市議会の様子を見てみたいけど？
Ａ. 当日の中継や過去の議会も見られます！

インターネット中継、会議録検索で不明な点は市議会事務局（TEL61－1661）までお問い合わせください

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
梅
雨
明
け
が
早
く
、
本

格
的
な
夏
が
駆
け
足
で
や
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。 さ

て
、
今
年
は
湯
の
児
温
泉
が
開
湯
１
０
０
周
年

を
迎
え
ま
す
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

大
正
14
年
に
開
湯
さ
れ
て
以
来
、
１
世
紀
に
わ
た

り
、
湯
の
児
温
泉
は
多
く
の
人
々
に
安
ら
ぎ
と
癒
し

を
提
供
し
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
お
力
添
え
と
、
関
係

者
の
皆
さ
ん
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
尽
力
の
賜
物
と
存
じ
ま

す
。不

知
火
海
を
望
む
美
し
い
景
観
と
、
泉
質
自
慢
の

湯
は
、
訪
れ
る
人
々
の
心
と
体
を
癒
や
し
、
明
日
へ

の
活
力
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た

歴
史
と
伝
統
を
礎
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
御
発
展
を

遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
度
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は
新
た
な
体

制
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
誌
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
委
員
（
委
員
は
五
十
音
順
）

委
員
長　

桑
原　

一
知

副
委
員
長　

杉
迫　

一
樹

委　
　

員　

岩
村　

龍
男

　
　
　
　
　

杉
本　

康
宏

　
　
　
　
　

田
口　

憲
雄

　
　
　
　
　

肥
山　

美
緒

　
　
　
　
　

平
岡　

朱

　
　
　
　
　

吉
野　

誠
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1日
発
行

５月８日		 全国自治体病院経営都市議会協議会理
事会・総会（東京都）

	 15日	 議会運営委員会
	 	 各派代表者会議
	 	 高速交通対策特別委員会現地視察
	 20日	 第101回全国市議会議長会定期総会	

（東京都）
	 29日	 議会運営委員会
	 	 各派代表者会議
	 	 議会改革特別委員会
	 	 南九州西回り自動車道建設促進期成会
	 31日	 第70回恋龍祭市民総おどり参加
	６月５日	 各派代表者会議
	 	 議会運営委員会
	 	 令和７年第２回水俣市議会定例会開会
	 	 議会だより編集委員会 
	 17日	 一般質問
	 18日	 議会運営委員会
	 	 一般質問
	 20日	 各常任委員会

	 26日	 議会運営委員会
	 	 令和７年第２回水俣市議会定例会閉会
	 30日	 南九州西回り自動車道早期実現期成

会・通常役員総会
	７月１日	 議会だより編集委員会
	 　２日	 議会改革特別委員会
	 ６日	 湯の児海水浴場海開き神事
	 　８日	 南九州西回り自動車道建設促進期成会

役員会（出水市）
	 ９日	 議会だより編集委員会
	 14日	 競り舟練習
	 15日	 議会だより編集委員会
	 16日	 競り舟練習
	 17日	 全国市議会議長会産業経済委員会（東京都）
	 	 議会だより編集委員会
	 24日	 熊本県城南七市市議会議長会	

（～ 25日・人吉市）
	 27日	 第50回記念みなまた競り舟大会参加

（令和７年５月１日〜令和７年７月31日）

議 会 の 主 な 動 き

み
な
ま
た
市
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
が
変
わ
り
ま
し
た
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